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純 同 化 率 の 季 節 的 変 化 が 水 稲 の

　　　　　生 育 に 及 ぼ す 影 響
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　　 緒　　　 　　 言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

純 同化　水稲個体群 の 乾物生産速 度は ， 生 育の ご く初期 を除 き純 同化 率 の 支配 的影 響 を受 け

率 は季覊 獣 幅 。 想 を示毳 と が 知 ら れ て い 。 。 で ， 乾物生産瞰 ぼ蟀 節の 辮 は鞘

大 きい と考え られ る。したが つ て ， 純同化率の 季節的変化 の 実態 を明 らか に す る とともに ， そ れ が

乾物生産 を通 じて 収量 の 成立に及 ぼす影 響を究明すれば ， 作季と収量 と の関係あ るい は収量 の 地域

性 な どを解析す る重要 な手が か bが 得られ る で あ ろ う。

　著者 らは こ うい つ た期待の もとに ，
さ きに水稲の 幼植物 を用 い ， 純同化率 と 日射量 訟 よび平均気

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 ）
温 との 関係 を明 らか に し ， 善通寺 に お け る純同化率 の 季 節 的変 化 の 様相 を推定 ．した

。 本報 で は
，

稲 の
一

生 を通 じて みた場合 ， 純同化率の 季 節的変化が 乾物生産に どの よ うに反映す るか に つ い て検

討 した 結果 を報告す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
，

4 ）

　この実験は ， 純同化率に対す る相互遮蔽 の 影響を ，
で きる だけ排除す る よ う酉濾 して 行 なつ た

。

　　 実　 験　 方　法

　 1966 年に水稲極早生 種 フ ジ ミノ リ を供試 し ， 第 1表 の 試験区 を設け た 。 区制は 1区制 ， 1区面

積は 55　m2 で あ る
。 栽 培様式 は乾田 直潘 と し ，

　 m2 当 加 40 粒を条間 55  で条播 し， 4葉期に湛水

状態 に 切 b変 え た Q 肥料は元肥 として 乱 当 bP2051 ．0匈 ，
K20 　1．0 匁 を施 し ，

N は苗立 ち

　　　　　　　　　 第 1表　　 試　　験　　区

試 鹸　区
播　種 　期
1月， 日）

出　穂 期
帽 ，

臼）

成　熟 　期
（月 ，

日）

元 肥 N 量
（罅／ a ）

1 418 Z21 8．25 0．6
∬ 5．6 Z29 軌 1 o、6
皿 5．28 a10 920 0．4
w 6，24 8．29 10 ．20 0．4
V z14 免 8 11，5 0，3
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の 整一
化 をは か る 目的で 元肥 に施用する に とどめ 〔第 1表参照 ）， 追 肥は行 な わ な か つ た 。

　供試材料 は ， 4葉期か ら成熟期 まで 7 日齢 きに ， 毎回 1 区約　Y2　 m2 を抜取 り調査に 供した 。

　　結 果 お よび考 察

1、 生育に伴 う乾物増加率の 変化

　 水稲 の 生長速度 を乾物増加 率で とらえ ， そ の 構成要 因 で あ る純同化率as・よ び葉量 とともに ，

生育に伴 う変化を工 ， 皿 ， V 区で 代表させ 第 1図に示 した 。
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　 　 第 2 図 　F お よ び NAR と CGR との 関係

　 　 　 ｝t 　 o ： 4 渠 期
一

頴 花 分 化 期 、● ：穂孕期
一
成熟期

　 　 　 　 数字は 4蘖期後第 卩週 をm す

　
’
まず ， 乾物増加率に つ い てみ る と ， 全 般的傾向 と して は 4 葉期以後しだ い に増加 し ， 出穂期

前後に最大値 に達 した後滅 少 に 転 じる が ， 試験区 に よ つ て は 相当大幅 な変 動を伴 う こ とが認 め

られた 。
つ ぎに ， 純同化率は 4 葉期以降 か lt　b大 きな 波動 を伴つ て しだ い に減少す る 傾向を示

し ， そ の推移 の 様相は 試験区に よ り著 しく相違 した
。 また ， 葉量は生 育の 進 行とともに増加 し

て 出穂期頃に最大 と な b ， そ の 後漸減 した
。

　第 1 図に よ れば ， 乾物増加率の 推移は ， 頴花分 化期頃まで は葉量と ， 穂孕期以後は純同化率

と， そ れ ぞ れ 密接に 関
・
係して い る か の よ うに 見受け られ る 。 そ こで ， 試験区 ごとに葉量む よび

純同化率と乾物 増加 率との 関係 を求 め て み る と， 第 2 図の よ うに ， 乾物増 加率は 4葉 期か ら頴
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2．

　　前述 の よ うに ， 純同化率はか な b大 き

　な 波動 を伴つ て 減少す る 傾向を示 し，ま

た そ の 推移 の 様相は栽培時期 に よつ て 著

　しく相違 した
。

これ らの 原因 の
一

つ とし

て ， 季節の影響が 考え られ る の で ， 以下

　こ の 点 に つ い て 検討 を行な つ た
。

　　まず ， 著者 らが 水稲の 幼植物 を供試 し

て得た 日射量 齢 よ び平均気温 と純司化率

　　　　　　　　　　 　　 1 ）
　　　　　　　　　　　　　 か ら， 各区　との 関係を表わす実験式

の 4 葉期〜成熟期に お ける純同化率の 季

節 的変化 を 推 定 し （NAR − 2 ），
こ

れ と生育に伴 う実際 の 純同化率の 推移

　（
．NAR − 1 ）を比較 して み た 。 そ の 結

果第 5 図 の よ うに ， 両者の 間に は相似性

が 認 め られ た の で あ つ て
，

NAR − 1 は

花分化期頃ま で は葉量の 支配的影響を ， 穂孕期か ら成 熟期にか け て は純同化率の 支配 的影響 を受

け て変化 した こ とが 明 らか になつ た 。

　純同化率の 生育に伴 う変化 と季節的変化との 関係
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　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 第 3 図 　 NAR の 生 育 に 伴 う変化 と 季 節的 変化

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　注 　
“一一m ．“； NAR − 1 　（生育 ：二伴 う変化1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぴ．．．．．．： NAR − 2 （雫 節的変fヒ〕

季節とか な b密接 な関係を もつ て 変化 した とみ る こ とが で きる 。

　第 5 図 に 蔚 い て ， NAR − 2 に比ぺ NAR − 1が しだ い に 低 い 値を示 した の は ，
　 NAR − 1が

葉軆 羆 崖
・4

舵 ，／ 眦

3

赴 の影響綬 けたた め と鰾 。 れ 。謀 軆 羆 灘 、 び ， ／ 。

比 の推移を 工 ， 皿 ， V区 で代表 させ て み る と第 4図 の よ うに ， 前者 は 4葉期 以後 しだい に低下 し ，

儲 は逆 に増大 した ． ま た ， 生 觚 数 の 経過 とともに 葉 の 光合成諭 臟 退 す♂ と との影 響 もあ

つ た と思われ る
。

　っ ぎze　 ！ 全試験区をこみに して
， 生育初期 （4葉期後 2週間 ）， 幼穂形成期 （枝梗分化期 を中

心 とする 2 週間 1 ， 穂孕期 （出 穂 前 2週間 ｝澄 よ び登熟中期 （出穂後 7 日 目 よ り 2 週間 ）に 知 け

る NAR − 1と NAR − 2 と の 相関 を とつ てみ る と， 第 5図に示す ように ，
い ずれ の場 合 も正 の

相関が得 られ た 。 したが つ て ，作季 を異 に す る稲の あ る一
定 の 生 育期に 診 け る純同化 率は ， 純同

化率が季節的に高い 値 を示す時期 に経過す るほ ど大 に な る とみ な さ れ る 。

　以上 の よ うに ， 玄米の生産に 対 し直接的に重要 な役割を果 す と考え られ る穂孕期以降の 乾 物増
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第 4 図 　生 育 に 伴 う葉 身窯素濃 度，C ／ F比 の 変化
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第 5図　NAR − 2 と NAR − 1 と の 関係
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加 率が ， 純 同化 率 の 支配 的影 響 を受け て 推移 した こ と， 純同化率 の 生脊に fトう変 化 と季節杓変

化 との 間 に密接な 関係 が み られ た こ とか ら ， 収量に 及 ぼ す季節 の 影響は 大 き い と 推察さ れ る 。

　　 要　　　　　 約

　作季 と収量との 関係 ， 収量 の 地域性 な どを解析す る基礎資料を得る ため ， 水稲極早生種 フ ジ ミノ

リを 5段階の 作季 を設 けて 栽培し ， 純同化率 の 季節的変化が乾物増加に 及 ぼ す影響 を検討 した 。 結

果 を要約 すれ ば次 の とto　bで あ る。

1．　 4葉期か ら頴花分化期頃ま で の 乾物 増加率は ， 葉量 の 支配 的影響を受け て 変化 したが，玄米 の

　生産に 重要な役割を果す と考え られ る穂 孕期以降 の 乾物増加 率は ， 純同化率の支岨的影響 を受け

　 て推移 した 。

2． 純同化率の 生 育に伴う変 化と季節的変化 との 間に は 密接 な 関係 が 認 め られ た
。 ま た

， 作季 を異

　に する稲の あ る一
定 の 生 育期 に 誇 け る純可化率 は

， 純同化率 が季節的に 高い 値 を示す時期に 経過

　す る ほ ど大に な つ た 。

5． 以 上 の 結果か ら ， 純同化率の 季節 的変化が収 量の 成立に及 ぼ す影響は か な り大 きい で あ ろ う と

　 推察さ れ る。
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